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咋
日
か
ら
當
地
で
に
来
皇
天
文
學
會
第
三
十
画
の

會
合
が
催
さ
れ
て
居
ま
す
。
二
度
、
日
蝕
灘
測
に
や

つ
て
來
力
多
く
の
學
者
蓮
の
歓
迎
た
し
六
意
味
な
の

で
、
各
方
面
か
ら
の
代
麦
者
が
出
席
し
、
総
人
鍬
も

可
な
．
り
多
く
、
此
の
大
國
の
西
端
に
於
け
ろ
分
合
こ

し
て
匡
、
ま
こ
ご
に
、
豫
想
以
上
の
も
の
で
す
、
一

寸
．
見
た
建
こ
ろ
、
ワ
シ
ン
｝
ン
海
軍
・
天
丈
蔓
の
人
が

居
な
い
だ
け
で
、
他
の
有
名
な
天
丈
毫
匡
悉
く
代
表

さ
れ
て
み
ろ
寸
・
言
っ
て
好
い
で
ぜ
う
。
そ
れ
に
、
合

衆
國
以
外
か
ら
も
、
カ
ナ
ダ
．
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
プ

ラ
ス
ケ
ト
氏
、
メ
キ
シ
コ
の
ガ
イ
ヨ
媛
、
ス
ペ
イ
ン
．

エ
プ
ロ
の
ロ
デ
師
、
其
の
他
，
瑞
典
、
和
蘭
、
白
耳
義
、

佛
國
、
日
本
（
小
生
等
）
の
学
籍
も
現
匡
れ
て
居
り
、
今

日
ほ
又
、
遠
く
南
来
か
ら
コ
ル
ド
バ
の
ベ
ラ
イ
ン
氏

ε
ラ
プ
ラ
タ
の
ド
ー
ソ
ン
氏
ビ
が
翫
席
し
ま
し
距
。

こ
う
し
力
人
々
が
集
ま
っ
て
、
今
日
正
午
に
に
、
ウ

ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
・
蔓
事
務
所
内
で
午
餐
會
准
開
か
れ

ま
し
．
糞
が
、
其
の
盛
大
な
様
子
ば
御
想
像
下
さ
P
O

　
昨
鏑
㎏
μ
、
ロ
．
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
内
の
南
…
加
工
へ
三
内

て
集
會
が
開
か
れ
ま
し
れ
が
、
午
前
中
1
／
二
丈
の
嚢

裏
で
賑
ほ
ひ
、
午
後
ば
「
日
蝕
ぜ
相
封
論
」
ビ
い
ふ

題
の
下
に
講
演
會
が
あ
り
、
そ
れ
に
ば
御
大
カ
ン
ベ

ル
、
ミ
チ
ェ
シ
、
セ
ン
ト
。
ツ
ヨ
ン
、
ト
ラ
ン
プ
ラ

ー
等
の
人
々
が
一
二
四
十
分
づ
、
の
意
見
存
述
べ
、
最

後
に
ポ
モ
ナ
、
マ
コ
ミ
タ
、
ト
ウ
サ
ン
諸
大
學
の
日

蝕
襯
測
隊
の
報
告
が
あ
り
ま
し
公
。
立
派
な
コ
ロ
ナ

の
爲
眞
が
撮
．
ら
れ
て
あ
っ
て
、
一
同
の
拍
手
た
受
け

ま
し
大
。
此
の
席
上
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

山
、
－
一
〃
の
三
大
天
豪
華
の
蓮
征
隊
が
揃
っ
て
曇
天

に
吾
つ
た
れ
め
、
；
あ
報
皆
な
ぜ
す
心
張
亡
し
て

る
六
の
に
奇
観
で
あ
り
ま
し
査
n

　
今
十
八
日
ほ
、
午
前
中
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
丈
豪

の
軍
書
篁
、
午
後
ば
市
内
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
ェ
業

研
究
所
で
論
丈
獲
衷
會
が
綴
綾
ぜ
ら
れ
、
夜
ほ
多
く

の
も
の
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
會
に
行
き
ま
し
れ
。

一
丁
度
、
午
後
の
會
の
後
、
午
後
六
時
か
ら
、
リ

ク
隔
大
南
山
蟹
に
關
係
・
の
ろ
も
の
だ
け
が
大
日
學
ク
ラ
ブ
の

一
室
に
會
一
て
昏
鐘
晩
餐
會
た
闘
者
ま
し
索
。
小
生

等
も
之
れ
に
重
席
し
劇
し
索
。
不
幸
に
し
て
、
昨
夜

か
ら
今
曉
へ
か
け
、
パ
ー
ク
ソ
ー
大
學
の
附
近
が
大

火
事
ピ
な
り
、
カ
ン
ベ
ル
総
長
ミ
ロ
イ
シ
ナ
ー
教
授

虐
は
急
ぎ
麟
G
往
覚
ま
し
カ
の
で
、
此
の
付
合
ほ
最

も
重
立
つ
た
ご
人
の
出
席
者
な
失
ひ
ま
し
カ
。
け
れ

ご
、
そ
れ
で
も
エ
イ
ト
ケ
ン
、
タ
カ
ー
、
ト
ラ
ン
プ

ラ
ー
等
の
現
藁
員
准
始
め
医
し
，
ス
テ
ピ
ン
ス
、
カ

ー
テ
ス
、
フ
ア
ス
、
メ
リ
ル
、
ペ
ラ
イ
ン
等
、
他
の

天
文
蔓
で
牛
耳
た
坂
っ
て
み
る
人
々
も
居
、
総
勢
約

四
十
人
、
之
だ
け
で
も
、
ア
メ
可
力
に
於
け
ろ
り
〃

天
象
蔓
の
勢
力
ば
え
ら
い
も
の
だ
定
詰
ひ
ま
し
六
〇

此
の
席
上
で
異
彩
な
放
っ
て
る
六
の
に
、
か
の
三
十

六
吋
存
作
つ
索
會
肚
の
肚
長
ス
エ
ツ
ー
老
人
で
し

染
O
ス
エ
ジ
7
氏
に
立
っ
て
一
場
の
懐
奮
談
な
し
ま

し
距
が
、
今
か
ら
四
十
年
の
昔
、
ス
エ
ツ
ー
氏
ぐ
」
フ
．

ー
ナ
ー
氏
ビ
が
大
望
蓮
鏡
製
作
の
契
約
存
加
州
大
學

理
事
會
ご
結
ん
だ
話
、
大
レ
ン
ズ
た
ク
ラ
ー
ク
氏
が

磨
く
ビ
承
諾
し
糞
事
情
、
ホ
レ
デ
ン
壷
長
の
苦
心
、

ニ
ウ
カ
ム
豪
傑
．
の
斡
旋
ぶ
り
、
バ
ー
ナ
ム
氏
の
來
任

（
三
四
）

バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
思
び
出
な
ご
、
夢
の
や
う
な
昔
の

事
な
、
記
憶
に
思
ひ
出
す
．
ま
」
に
話
す
有
様
ほ
誠
に

面
白
く
あ
り
ま
し
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「
こ
う
し
て
思
ひ
出
す
多
く
の
人
々
に
、
今
ば
悉
く

逝
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
六
Q
し
か
し
、
あ
の
三
十

山ハ

ﾌ
大
望
四
日
鏡
げ
n
A
コ
山
皿
派
に
存
在
し
て
、
｛
何
b
恩
中

界
に
有
力
な
貢
献
か
し
て
み
る
の
は
愉
快
に
堪
え
な

い
ε
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」

ビ
ス
エ
ジ
ー
氏
に
結
び
ま
し
索
。
満
揚
の
喝
采
に
暫

く
匡
止
み
ま
ぜ
ん
で
し
六
。

　
明
n
口
に
、
　
一
同
、
ウ
ノ
ー
ル
ソ
ン
山
へ
・
登
り
ま
ゆ
ヲ
O

そ
し
て
、
山
上
で
、
論
丈
の
嚢
表
會
の
績
き
ゃ
ら
、

天
文
豪
設
備
の
公
開
や
ら
、
其
の
他
種
々
の
杜
交
會

が
開
か
れ
る
筈
で
あ
り
ま
す
。
會
に
夜
十
時
為
以
っ

て
終
り
、
そ
れ
か
ら
自
働
車
隊
た
使
っ
て
パ
サ
デ
ナ

市
に
下
っ
て
來
る
筈
で
あ
げ
ま
す
か
ら
、
明
晩
、
そ

れ
ん
Y
宅
に
婦
ろ
の
ば
夜
三
々
過
ぎ
ま
ぜ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
パ
サ
デ
ナ
市
に
て
　
山
本
一
清

　
　
一
九
二
三
、
九
、
一
八

○
岡
山
支
部
十
一
月
通
信

　
一
、
雨
垂
出
品
。
一
日
か
ら
七
日
迄
開
催
の
岡
山

　
　
縣
立
圖
書
附
置
二
障
萱
會
に
西
洋
数
学
た
出
品

　
　
し
☆
Q

　
二
、
天
界
研
究
會
）
十
日
（
第
二
土
曜
日
）
午
後
七

　
　
時
か
ら
宮
原
幹
適
当
で
開
催
し
表
o


